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住宅・土地統計調査で見る通勤時間と住宅

■[最新版]不動産市況マンスリーデータ

・住宅着工戸数（総計・持ち家・貸家・分譲住宅）
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今月のTOPICSデータ

(文責：黒山佑子)

家計主の通勤時間の中位数を都道府県別にみ

ると、神奈川県が45.6分と最も長く、次いで

千葉県が44.7分、埼玉県が42.7分、東京都が

41.0分、これに次いで近畿圏となり、奈良県

が34.6分、兵庫県32.8分、大阪府32.7分と、

東京都や大阪府とその隣接県で特に通勤時間

が長くなっています。

また、今回調査の通勤時間の全国平均は26.8

分でしたが、平成20年調査では27.8分と1分

短縮されました。背景には、「職住近接」の

流れがあります。1位の神奈川県は10年前の

平均が49.4分だったので、4分も短縮されてい

ます。

住宅・土地統計調査で見る通勤時間と住宅

■職住近接が進んでる!?

■通勤時間の背景には何がある？

図表1：都道府県別 家計主の通勤時間の中位数（H30年）

図表2：所有関係別 通勤時間の割合（全国）

（総務省統計局「住宅・土地統計調査」より作成。以下同様)
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次に、持ち家と借家それぞれでの通勤時間の違いを見て行きましょう。グラフから明らかな通り、

30分以内と比較的短い通勤時間である割合が、借家の方が多いのが分かります。

図表3：民営家賃別 家計主の通勤時間の中位数（東京23区）
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（分） 最後に、通勤時間と家賃の関係性を検

証したいと思います。

借家の分類の中でも「社宅等」は比較

的職場の近隣に建ち、なおかつ家賃も

低めに設定されていることが多いので、

ここでは自分の意志で決めた「民営借

家」の家賃で絞ってみました。これを

見ると、15万円を超えると通勤時間

が一気に下がりますが、一概に家賃が

高ければ高いほど、通勤時間が短いか

と言えばそうではないということが分

かります。
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8月 度住宅着工戸数（総計） 76,034戸 前年同月比 -7.12%

8月 度住宅着工戸数(持ち家）24,027戸 前年同月比 -1.61%

不動産市況マンスリーデータ
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8月 29,255戸 前年同月比 -17.49%

8月 22,517戸 前年同月比 5.59%

不動産市況マンスリーデータ

度住宅着工戸数（貸家）

度住宅着工戸数(分譲住宅）
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■成約件数の推移

■成約件数の推移
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2019年 8月 2,584件 8月 53.88万円/㎡

前年同月比 12.20% 前年同月比 0.69%

2019年 8月 1,371件 8月 89.50万円/㎡

前年同月比 41.49% 前年同月比 13.58%

不動産市況マンスリーデータ

（出典）公益財団法人 東日本不動産流通機構「月例マーケットウォッチ」

首都圏中古マンション成約状況

（出典）㈱不動産経済研究所「首都圏・近畿圏マンション・建売市場動向」
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首都圏新築マンション成約状況
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金利 前月比(ポイント)

10月 フラット35最多金利 1.110% → 0.000

10月 都市銀行変動金利（優遇）平均金利 0.576% → 0.000

9月 10年物国債利回り(期末値) -0.206% ↑ 0.069

――――

――――

――――

――――

――――

――――

経済市況マンスリーデータ

短期プライムレート：都市銀行が短期プライムレートとして自主的に決定した金利の

うち、最多金利を採用。(出典)日本銀行HP

長期プライムレート：「最も信用度の高い一流企業に対する銀行からの最優遇貸出金

利」で、貸出期間が1年以上のもの。みずほ銀行が公表した金利を採用。 (出典）日本

銀行HP
都市銀行住宅ローン変動金利(基準金利）：都市銀行各行の中央値を採用。(出典）各

金融機関公表資料

都市銀行住宅ローン変動金利(優遇）：メガバンクの優遇金利を独自に集計し、平均化

したもの。

10年物国債利回り：流通市場における固定利付国債の実勢価格に基づいて算出した10

年物国債の半年複利金利（半年複利ベースの最終利回り）（出典）日本銀行

フラット35：取扱金融機関が提供する金利で最多金利を採用。返済期間21年以上の金

利　（融資金額9割以下） 。（出典）住宅金融支援機構
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指数 前年同月比

8月 食料（酒類を除く）及びエネルギーを除く総合 100.9 0.30%

生鮮食品を除く総合 101.7 0.49%

民営家賃 99.1 0.00%

(2015年=100)

経済市況マンスリーデータ
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(出典）総務省統計局「消費者物価指数」

物価指数の推移

(出典)日本銀行、東京証券取引所

10年物国債利回りとTOPIXの推移
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